
朝のリレー
【読む（詩）】 2

●詩の構成や表現の効
果について考えなが
ら，情景を想像して音
読する。
●詩を読んで感じたり
想像したりしたことを
共有する。

❶事象や行為，心情を表す
語句の量を増すとともに，
語句の辞書的な意味と文脈
上の意味との関係に注意し
て話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙
を豊かにしている。

➊「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につい
て，根拠を明確にして考えてい
る。
➋「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしてい
る。

進んで自分の考えを確かな
ものにし，学習課題にそっ
て考えを伝え合おうとして
いる。

知技((１)ウ)
（Ｃエ）
（Ｃオ）

竜
【読む（物語）】

4

●描写をもとに三太郎
の心情の変化を捉え
る。
●擬態語などの表現の
工夫に着目して読み，
表現の効果について考
える。

❶比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方につ
いて理解を深め，使ってい
る。

➊「読むこと」において，場面の
展開や登場人物の心情の変化など
について，描写をもとに捉えてい
る。
➋「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につい
て，根拠を明確にして考えてい
る。

進んで心情の変化などを捉
え，学習課題にそって考え
を伝え合おうとしている。

知技((2)イ)
（Ｃイ）
（Ｃエ）

グループディス
カッション
話題や展開にそっ
て話し合いをつな
げる【話す・聞
く】

4

●話題や展開にそって
話し合いをつなげるた
めの方法を理解し，活
用する。
●必要に応じて記録し
たり質問したりしなが
ら話の内容を捉え，自
分の考えをまとめる。

❶比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方につ
いて理解を深め，それらを
使っている。

➊「話すこと・聞くこと」におい
て，必要に応じて記録したり質問
したりしながら話の内容を捉え，
共通点や相違点などをふまえて，
自分の考えをまとめている。
➋「話すこと・聞くこと」におい
て，話題や展開を捉えながら話し
合い，互いの発言を結びつけて考
えをまとめている。

積極的に話題や展開を捉
え，学習の見通しをもって
話し合おうとしている。

知技（（2）
イ）
（Ａエ）
（Ａオ）

言葉発見①
音声のしくみとは
たらき

1

●音声のはたらきやしく
みについて理解を深め
る。

❶音声のはたらきやしくみ
について，理解を深めてい
る。

進んで音声のはたらきやし
くみについて理解を深め，
学習したことを生かして課
題に取り組もうとしてい
る。

知技((1)ア)

漢字を身につけよ
う❶

1

●常用漢字の読み・書
きについて理解を深め
る。

➊常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➋事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。

進んで常用漢字について理
解を深め，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

知技((1)イ)
知技((1)ウ)
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読み方を学ぼう①
説明文の基本構造
ペンギンの防寒着

1

●説明文の基本構造を
理解する。

（※「クジラの飲み水」と
合わせて評価する。）

（※「クジラの飲み水」と合わせ
て評価する。）

（※「クジラの飲み水」と
合わせて評価する。）

（Ｃエ）

クジラの飲み水
【読む（説明）】

4

●段落と段落の関係に
着目しながら，文章の
展開を捉え，内容を読
み取る。
●読み手にわかりやす
く伝えるための，筆者
の表現の工夫を捉え
る。

❶比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方につ
いて理解を深め，それらを
使っている。

➊「読むこと」において，文章の
中心的な部分と付加的な部分，事
実と意見との関係などについて叙
述をもとに捉え，要旨を把握して
いる。
➋「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につい
て，根拠を明確にして考えてい
る。

進んで文章の構成や表現の
効果を捉え，学習課題に
そって考えを報告しようと
している。

知技((2)イ)
（Ｃア）
（Ｃエ）

漢字のしくみ１
活字と手書き文字
画数・筆順

1

●活字と手書き文字・
画数・筆順について理
解を深める。

➊常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➋事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。

進んで常用漢字について理
解を深め，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

知技((1)イ)
知技((1)ウ）

レポート
調べたことを整理
して
わかりやすくまと
める
【書く】

5

●調べて集めた情報
を・整理して，伝えた
い内容を明確にする。
●レポートの構成を理
解し，表・グラフ・イ
ラストなどを効果的に
用いて書く。

❶比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方，引
用の仕方や出典の示し方に
ついて理解を深め，それら
を使っている。

➊「書くこと」において，集めた
材料を整理し，伝えたいことを明
確にしている。
➋「書くこと」において，書く内
容の中心が明確になるように，段
落の役割などを意識して文章の構
成や展開を考えている。

粘り強く集めた材料を整理
し，学習の見通しをもって
レポートを書こうとしてい
る。

知技((2)イ）
（Ｂア）
（Ｂイ）

言葉発見②
話し言葉と書き言
葉

1

●話し言葉と書き言葉
の違いについて理解を
深める。

➊音声のはたらきやしくみ
について，理解を深めてい
る。
➋常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➌事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。

進んで音声のはたらきやし
くみについて理解を深め，
学習したことを生かして課
題に取り組もうとしてい
る。

知技((1)ア）
知技((1)イ）
知技((1)ウ）

漢字を身につけよ
う❷

1

●常用漢字の読み・書
きについて理解を深め
る。

➊常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➋事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。

進んで常用漢字について理
解を深め，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

知・技（（1）
イ）（（1）
ウ）

２
　
わ
か
り
や
す
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空中ブランコ乗り
のキキ
【読む（物語）】

読み方を学ぼう②

4

●描写をもとに，場面
の展開や登場人物の相
互関係，心情の変化な
どを捉える。
●登場人物の判断や行
動について，自分の考
えを確かなものにす
る。

➊原因と結果，意見と根拠
など情報と情報との関係に
ついて理解している。
➋比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方につ
いて理解を深め，それらを
使っている。

➊「読むこと」において，場面の
展開や登場人物の相互関係，心情
の変化などについて，描写をもと
に捉えている。
➋「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしてい
る。

進んで自分の考えを確かな
ものにし，学習課題にそっ
て考えを伝え合おうとして
いる。

知技((2)ア)
知技((2)イ)
（Ｃイ）
（Ｃオ）

文法の窓１
文法のまとめ
言葉の単位・文節
の関係

3

●言葉の単位・文節の
関係について理解す
る。

❶単語の類別について理解
している。

進んで単語の類別について
理解し，学習したことを生
かして課題に取り組もうと
している。

知技((1)エ)

字のない葉書
【読む（随筆）】

読み方を学ぼう③
行動描写

3

●場面と場面，場面と
描写などを結びつけ
て，内容を解釈する。
●行動の描写をもと
に，人物像や人物の心
情の変化を捉える。

❶比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方につ
いて理解を深め，それらを
使っている。

➊「読むこと」において，場面の
展開や登場人物の相互関係，心情
の変化などについて，描写をもと
に捉えている。
➋「読むこと」において，場面と
場面，場面と描写などを結びつけ
て内容を解釈している。

進んで心情の変化などにつ
いて描写をもとに捉え，学
習課題にそって考えを記録
しようとしている。

知技((2)イ)
（Ｃイ）
（Ｃウ）

漢字のしくみ２
部首の成り立ち

1

●漢字の部首と成り立
ちについて理解を深め
る。

➊常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➋事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。

進んで常用漢字について理
解を深め，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

知技((1)イ)
知技((1)ウ)

随筆
体験に向き合い意
味づける
【書く】

4

●日常生活の体験の中
から題材を決め，表現
したいことの中心を明
確にしてまとめる。
●交流をとおして，表
現のよい点や改善点を
見つける。

❶比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方につ
いて理解を深め，それらを
使っている。

➊「書くこと」において，目的や
意図に応じて，日常生活の中から
題材を決めている。
➋「書くこと」において，根拠の
明確さなどについて，読み手から
の助言などをふまえ，自分の文章
のよい点や改善点を見いだしてい
る。

粘り強く日常生活の中から
題材を決め，学習の見通し
をもって随筆を書こうとし
ている。

知技((2)イ）
（Ｂア）
（Ｂオ）

私の読書体験
本を読むことのお
もしろさ

2

●読書が，知識や情報
を得たり，自分の考え
を広げたりすることに
役立つことを理解し，
読書をとおして自分の
考えを確かなものにす
る。

❶読書が，知識や情報を得
たり，自分の考えを広げた
りすることに役立つことを
理解している。

❶「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしてい
る。

進んで自分の考えを確かな
ものにし，学習したことを
生かして学校図書館などを
利用し，多様な情報を得よ
うとしている。

知技((3)オ）
（Ｃオ）

7 ３
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漢字を身につけよ
う❸

1

●常用漢字の読み・書
きについて理解を深め
る。

➊常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➋事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。

進んで常用漢字について理
解を深め，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

（知・技（1）
イ）
（（1）ウ）

玄関扉
【読む（説明）】

 読み方を学ぼう
➍
三角ロジック

4

●文章の要旨を捉え,
筆者の考えに対して自
分の考えをもつ。
●論の展開・構成をふ
まえて,「外開き」が
肯定される過程を捉え
る。

➊原因と結果，意見と根拠
など情報と情報との関係に
ついて理解している。
➋比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方につ
いて理解を深め，それらを
使っている。

➊「読むこと」において，文章の
中心的な部分と付加的な部分，事
実と意見との関係などについて叙
述をもとに捉え，要旨を把握して
いる。
➋「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につい
て，根拠を明確にして考えてい
る。
➌「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにして考
えている。

進んで事実と意見との関係
などについて叙述をもとに
捉え，学習課題にそって考
えをまとめようとしてい
る。

知技((2)ア)
知技((2)イ)
（Ｃア）
（Ｃエ）
（Ｃオ）

言葉発見③
接続する語句・指
示する
語句

1

●指示する語句と接続
する語句の役割につい
て理解を深める。

➊常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➋指示する語句と接続する
語句の役割について理解を
深めている。

進んで指示する語句と接続
する語句の役割について理
解を深め，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

知技((1)イ)
((1)エ)

スピーチ
構成を工夫して
魅力を伝える
【話す・聞く】

5

●日常生活を振り返っ
て話題を選び,自分の
考えが明確になるよう
に,構成を工夫する。
●聞き手の反応をふま
えながら,表現を工夫
して話す。

原因と結果，意見と根拠な
ど，情報と情報との関係に
ついて理解している。

➊「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日常生
活の中から話題を決めている。
➋「話すこと・聞くこと」におい
て，自分の考えや根拠が明確にな
るように，話の中心的な部分と付
加的な部分，事実と意見との関係
などに注意して，話の構成を考え
ている。
➌「話すこと・聞くこと」におい
て，相手の反応をふまえながら，
自分の考えがわかりやすく伝わる
ように表現を工夫している。

積極的に構成を考え，学習
の見通しをもって話そうと
している。

知技((2)ア)
（Ａア）
（Ａイ）
（Ａウ）

漢字を身につけよ
う➍

1

●常用漢字の読み・書
きについて理解を深め
る。

➊常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➋事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。

進んで常用漢字について理
解を深め，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

知技((1)イ)
知技((1)ウ)

7 ３
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月を思う心
【読む（解説）】

1

●古典の世界への理解
を深め，月と人々との
関わりについて考え
る。

古典にはさまざまな種類の
作品があることを知ってい
る。

「読むこと」において，文章の中
心的な部分と付加的な部分，事実
と意見との関係などについて叙述
をもとに捉え，要旨を把握してい
る。

進んで要旨を把握し，学習
したことを生かして考えた
ことを報告しようとしてい
る。

知技((3)イ)
（Ｃア）

竹取物語
【読む（古文）】

古文の読み方
古典の仮名遣い

4

●古文の仮名遣いやリ
ズムに注意して音読
し，古典の世界を感じ
取る。
●登場人物の相互関係
や心情の変化につい
て,描写をもとに捉え
る。

音読に必要な文語のきまり
を知り，古文を音読し，古
典特有のリズムを通して，
古典の世界に親しんでい
る。

➊「読むこと」において，場面の
展開や登場人物の相互関係，心情
の変化などについて，描写をもと
に捉えている。（Ｃイ）
➋「読むこと」において，場面と
場面，場面と描写などを結びつけ
たりして，内容を解釈している。
❸「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにして考
えている。

進んで登場人物の相互関係
や心情の変化を描写をもと
に捉え，学習課題にそって
考えを伝え合おうとしてい
る。

知技((3)ア)
（Ｃイ）
（Ｃウ）
（Ｃオ）

表現プラザ
変わり身の上話
【書く】

2

●目的や意図に応じ
て,身のまわりから題
材を取り上げて書く。
●交流をとおして題材
の特徴の捉え方や発想
のおもしろさ,表現の
工夫などを見つける。

事象や行為，心情を表す語
句の量を増すとともに，語
句の辞書的な意味と文脈上
の意味との関係に注意して
話や文章の中で使うことを
とおして，語感を磨き語彙
を豊かにしている。

➊「書くこと」において，目的や
意図に応じて，日常生活の中から
題材を決めている。
➋「書くこと」において，根拠の
明確さなどについて，読み手から
の助言などをふまえ，自分の文章
のよい点や改善点を見いだしてい
る。

粘り強く文章のよい点や改
善点を見いだし，学習の見
通しをもって短い話を書こ
うとしている。

知技((1)ウ)
（Ｂア）
（Ｂウ）
（Ｂオ）

故事成語――矛盾
【読む（漢文）】

漢文の読み方
訓読の仕方 3

●訓読の仕方を知り，
漢文調のリズムを意識
して音読する。
●話の展開を捉え，表
現の効果について考え
る。

音読に必要な文語のきまり
や訓読の仕方を知り，古文
や漢文を音読し，古典特有
のリズムをとおして，古典
の世界に親しんでいる。

➊「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につい
て，根拠を明確にして考えてい
る。
➋「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしてい
る。

進んで文章の構成や表現の
効果を捉え，学習課題に
そって考えを記録しようと
している。

知技((3)ア)
（Ｃイ）
（Ｃエ）
（Ｃオ）

漢字のしくみ3
漢字の音と訓

1

●漢字の音と訓について理解を深める。➊常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➋事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。

進んで常用漢字について理
解を深め，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

知技((1)イ)
知技((1)ウ)

10 5
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漢字を身につけよ
う➎

1

●常用漢字の読み・書
きについて理解を深め
る。

➊常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➋事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。

進んで常用漢字について理
解を深め，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

知技((1)イ)
知技((1)ウ)

複数の情報を関連
づけて
考えをまとめる
【情報】

防災に関するデー
タ
【読む（図表）】

「みんなでいるか
ら大丈夫」
の怖さ
【読む（記録）】

5

●意見と根拠などの関
係に注意し,互いの発
言を結びつけながら話
し合い，考えをまとめ
る。
●原因と結果，意見と
根拠などの関係に注意
しながら，文章などを
読んで理解したことを
もとに自分の考えをも
つ。

➊原因と結果，意見と根拠
など情報と情報との関係に
ついて理解している。
➋比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方，引
用の仕方や出典の示し方に
ついて理解を深め，それら
を使っている。

➊「話すこと・聞くこと」におい
て，話題や展開を捉えながら話し
合い，互いの発言を結びつけて考
えをまとめている。
➋「読むこと」において，文章の
中心的な部分と付加的な部分，事
実と意見との関係などについて叙
述をもとに捉え，要旨を把握して
いる。
➌「読むこと」において，目的に
応じて必要な情報に着目して要約
し，内容を解釈している。
➍「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につい
て，根拠を明確にして考えてい
る。

積極的に情報と情報との関
係に注意して内容を解釈
し，学習の見通しをもって
話し合い，考えをまとめよ
うとしている。

知技((2)ア)
知技((2)イ)
（Ａイ）
（Ａオ）
（Ｃア）
（Ｃウ）
（Ｃエ）

行事案内リーフ
レット
必要な情報を
わかりやすく伝え
る
【書く】

4

●集めた材料を，書く
目的や意図に応じて整
理し，伝えたいことを
明確にする。
●読み手の立場に立っ
て文章を読み返し，表
記や表現の仕方を整え
る。

比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方につい
て理解を深め，それらを
使っている。

➊「書くこと」において，集めた
材料を整理し，伝えたいことを明
確にしている。
➋「書くこと」において，読み手
の立場に立って，表記や語句の用
法，叙述の仕方などを確かめて，
文章を整えている。

粘り強く表記や語句の用法
を確かめ，学習の見通しを
もって行事案内リーフレッ
トを書こうとしている。

知技((2)イ)
（Ｂア）
（Ｂイ）
（Ｂエ）

文法の窓2
文法のまとめ
単語の類別・品詞

3

●単語の類別・品詞に
ついて理解する。

単語の類別について理解し
ている。

進んで単語の類別について
理解し，学習したことを生
かして課題に取り組もうと
している。

知技((1)エ)

漢字を身につけよ
う➏

1

●常用漢字の読み・書
きについて理解を深め
る。

➊常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➋事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。

進んで常用漢字について理
解を深め，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

知技((1)イ)
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それだけでいい
【読む（詩）】

 読み方を学ぼう
➎
詩の表現技法

2

●詩の中の言葉を的確
に捉えて，内容を理解
する。
●表現に着目しながら
読み，その特徴と効果
について自分の考えを
もつ。

比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方につい
て理解を深め，それらを
使っている。

➊「読むこと」において，場面と
場面，場面と描写などを結びつけ
て内容を解釈している。
➋「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につい
て，根拠を明確にして考えてい
る。

進んで文章の構成や展開，
表現の効果を捉え，学習課
題にそって考えたことを伝
え合おうとしている。

知技((2)イ)
（Ｃイ）
（Ｃウ）
（Ｃエ）

言葉発見④
比喩・倒置・反
復・対句・
体言止め

1

●比喩，反復，倒置，
体言止めなどの表現の
技法を理解し使う。

➊事象や行為，心情を表す
語句の量を増やすととも
に，語句の辞書的な意味と
文脈上の意味との関係に注
意して話や文章の中で使う
ことを通して，語感を磨き
語彙を豊かにしている。
➋比喩，反復，倒置，体言
止めなどの表現の技法を理
解し使っている。

進んで表現の技法を使い，
学習したことを生かして課
題に取り組もうとしてい
る。

知技((1)ウ)
知技((1)オ)

詩
思いや発見を
リズムに乗せる
【書く】

4

●日常生活の中から題
材を決め，集めた材料
を整理して，伝えたい
ことをしぼり込む。
●自分の感じたことが
効果的に伝わるよう
に，表現を工夫し，作
品全体を整える。

比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方につい
て理解を深め，それらを
使っている。

➊「書くこと」において，目的や
意図に応じて，日常生活の中から
題材を決めている。
➋「書くこと」において，読み手
の立場に立って，表記や語句の用
法，叙述の仕方などを確かめて，
文章を整えている。

粘り強く叙述の仕方などを
確かめ，学習の見通しを
もって詩を書こうとしてい
る。

知技((2)イ)
（Ｂア）
（Ｂウ）
（Ｂエ）

トロッコ
【読む（小説）】

 読み方を学ぼう
➏
情景描写

5

●人物の言動に着目し
て，心情の変化を捉え
る。
●情景描写と場面の展
開を捉え，表現の効果
について考える。

比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方につい
て理解を深め，それらを
使っている。

➊「読むこと」において，場面の
展開や登場人物の心情の変化など
について，描写をもとに捉えてい
る。
➋「読むこと」において，場面と
場面，場面と描写などを結びつけ
て内容を解釈している。
➌「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につい
て，根拠を明確にして考えてい
る。

進んで場面と描写などを結
びつけて内容を解釈し，学
習課題にそって考えたこと
を記録しようとしている。

知技((2)イ)
（Ｃイ）
（Ｃウ）
（Ｃエ）
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読書活動
ブッククラブ
【話す・聞く】

2

●読書が，知識や情報
を得たり，自分の考え
を広げたりすることに
役立つことを理解す
る。
●話し手の考えとの共
通点や相違点をふまえ
ながら，自分の考えを
まとめる。

➊引用の仕方や出典の示し
方について理解を深め，そ
れらを使っている。
➋読書が，知識や情報を得
たり，自分の考えを広げた
りすることに役立つことを
理解している。

「話すこと・聞くこと」におい
て，必要に応じて記録したり質問
したりしながら話の内容を捉え，
共通点や相違点などをふまえて，
自分の考えをまとめている。

積極的に自分の考えをまと
め，学習の見通しをもって
紹介したいことを話したり
聞いたりしようとしてい
る。

知技((2)イ)
知技 ((3)オ)
（Ａア）
（Ａエ）

漢字を身につけよ
う➐

1

●常用漢字の読み・書
きについて理解を深め
る。

➊常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➋事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。

進んで常用漢字について理
解を深め，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

知技((1)イ)
知技 ((1)ウ)

意味と意図
──コミュニケー
ションを考える
【読む（説明）】

4

●必要な情報に着目し
て文章を要約し，内容
を捉える。
●文章で読んで理解し
たことをもとに，自分
の考えを深める。

●比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方につ
いて理解を深め，それらを
使っている。

❶「読むこと」において，目的に
応じて必要な情報に着目して要約
し，内容を解釈している。
➋「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしてい
る。

進んで必要な情報に着目し
て要約し，学習課題にそっ
て理解したことを文章にま
とめようとしている

知技((2)イ）
（Ｃウ）
（Ｃオ）

言葉発見⑤
方言と共通語 1

●共通語と方言の果た
す役割について理解す
る。

➊事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。
➋共通語と方言の果たす役
割について理解している。

進んで共通語と方言の果た
す役割について理解し，学
習したことを生かして課題
に取り組もうとしている。

知技((1)ウ）
知技((3)ウ）

意見文
根拠を明確にして
考えを述べる
【書く】

6

●伝えたい内容の中心
が明確になるように，
文章の構成や根拠の明
確さを意識してまとめ
る。
・根拠の明確さなどに
ついて，読み手からの
助言などをふまえ，自
分の文章のよい点や改
善点を見いだす。

原因と結果，意見と根拠な
ど情報と情報との関係につ
いて理解している。

❶「書くこと」において，書く内
容の中心が明確になるように，段
落の役割などを意識して文章の構
成や展開を考えている。
➋「書くこと」において，根拠を
明確にしながら，自分の考えが伝
わる文章になるように工夫してい
る。
❸「書くこと」において，根拠の
明確さなどについて，読み手から
の助言などをふまえ，自分の文章
のよい点や改善点を見いだしてい
る。

粘り強く根拠が明確になる
よう工夫し，学習の見通し
をもって意見文を書こうと
している。

知技((2)ア）
（Ｂイ)
（Ｂウ）
（Ｂオ）
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漢字を身につけよ
う➑

1

●常用漢字の読み・書
きについて理解を深め
る。

➊常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➋事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。

進んで常用漢字について理
解を深め，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

知技((1)イ)
知技((1)ウ)

少年の日の思い出
【読む（小説）】
 読み方を学ぼう
➑
語り手・視点

5

●登場人物の相互関
係，心情の変化などに
ついて，描写をもとに
捉える。
●過去を回想する構成
や語り手の視点を捉
え，表現の効果につい
て考える。

原因と結果，意見と根拠な
ど情報と情報との関係につ
いて理解している。

❶「読むこと」において，場面の
展開や登場人物の相互関係，心情
の変化などについて，描写をもと
に捉えている。
➋「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につい
て，根拠を明確にして考えてい
る。
❸「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしてい
る。

進んで文章の構成や表現の
効果を捉え，学習課題に
そって考えを伝え合おうと
している。

知技((2)ア）
（Ｃイ）
（Ｃエ）
（Ｃオ）

漢字を身につけよ
う➒

1

●常用漢字の読み・書
きについて理解を深め
る。

❶常用漢字（300字～400
字）を読んでいる。
➋事象や行為，心情を表す
語句の量を増している。

進んで常用漢字について理
解を深め，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

知技((1)イ)
知技((1)ウ)

グループ新聞
一年間の自分とク
ラスを
振り返って
【話す・聞く】
【書く】

8

●取材して集めた情報
を，編集会議によって
検討したり整理したり
して，考えをまとめ
る。
●読み手の立場に立っ
て文章を読み返し，表
記や表現の仕方などを
確かめて，自分の考え
が伝わる文章になるよ
うに工夫する。

比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方につい
て理解を深め，それらを
使っている。

❶「話すこと・聞くこと」におい
て，集めた材料を整理し，伝え合
う内容を検討している。
➋「話すこと・聞くこと」におい
て，話題や展開を捉えながら話し
合い，互いの発言を結びつけて考
えをまとめている。
❸「書くこと」において，根拠を
明確にしながら，自分の考えが伝
わる文章になるように工夫してい
る。
❹「書くこと」において，読み手
の立場に立って，表記や語句の用
法，叙述の仕方などを確かめて，
文章を整えている。

積極的に伝え合う内容を検
討し，粘り強く表記や語句
の用法を確かめ，学習の見
通しをもってグループ新聞
を作ろうとしている。

知技((2)イ）
（Ａア）
（Ａオ）
（Ｂウ）
（Ｂエ）

歌の言葉
栄光の架橋

120
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知識・技能
思考力
判断力
表現力

主体的に学習に
取り組む態度

1 点画の種類を確かめ，
穂先の向きや筆圧など
に注意して点画を書く
ことができる。

点画の種類を確かめ，穂先
の向きや筆圧などに注意し
て点画を書いている。

点画を書くなかで，穂先の向きや
筆圧などを確かめている。

進んで(①)穂先の向きや筆
圧などを確かめ(③)，学習
課題に沿って(②)点画を書
こうとしている(④)。

知技((3)エ(ｱ))
知技((1)イ)

2 点画の種類を確かめ，
漢字の筆使いに注意し
て楷書で書くことがで
きる。

点画の種類を確かめ，漢字
の筆使いに注意して書いて
いる。

毛筆で「天地」「春風」を書写す
るなかで，漢字の筆使いを確かめ
ている。

進んで(①)漢字の筆使いに
注意し(③)，学習課題に
沿って(②)「天地」「春
風」を書こうとしている
(④)。

知技((3)エ(ｱ))
知技((1)イ)

1 点画の種類を確かめ，
漢字の筆使いに注意し
て楷書で書くことがで
きる。
字形の整え方（外形と
中心/筆順）を理解し
て，楷書で書くことが
できる。

点画の種類を確かめ，漢字
の筆使いに注意して楷書で
書いている。
・字形の整え方（外形と中
心／筆順）を理解して，楷
書で書いている。

硬筆で漢字を書くなかで，漢字の
筆使いを確かめている。
硬筆で漢字を書くなかで，字形の
整え方〈外形と中心／筆順〉を確
かめている。

進んで（①），漢字の筆使
いに注意し（③），学習課
題に沿って（②）楷書で書
こうとしている（④）。
進んで（①）字形の整え方
（外形と中心／筆順）を確
かめ（③），小学校での学
習を生かしながら（②）楷
書で書こうとしている。

知技((3)エ(ｱ))
知技((1)イ)

2 楷書に調和する仮名の
筆使いや字形に注意し
て，整えて書くことが
できる。

楷書に調和する仮名の筆使
いや字形に注意して，整え
て書いている。

小筆で「いろは歌」を書くなか
で，楷書に調和する仮名の筆使い
や字形を確かめている。

積極的に(①) 楷書に調和
する仮名の筆使いや字形に
注意して (③)，学習課題
に沿って(②)「いろは歌」
を書こうとしている(④)。

知技((3)ア)
知技((3)エ(ｱ))

月

漢字の筆使い

漢字の筆使い
外形と中心/筆順

[やってみよう]
漢字を分解してみよ
う

書写

時
数

単元名 学習指導要領単元目標

評価規準

4

5

１．読みやすく書くための楷書

6 楷書に調和する仮名
（いろは歌）



2 文字の大きさ，配列な
どについて理解して，
楷書と楷書に調和する
仮名で書くことができ
る。

文字の大きさ，配列などに
ついて理解して，楷書と楷
書に調和する仮名で書いて
いる。

決められたサイズの用紙に俳句を
書くなかで，文字の大きさ，配列
などを確かめている。

進んで(①)用紙に合った文
字の大きさ，配列などにつ
いて考え(③)，学習課題に
沿って(②)小筆で俳句を書
こうとしている(④)。

知技((3)ア)
知技((3)エ(ｱ))
知技((1)イ)

7 1 字形の整え方（点画の
組み立て方/部分の組
み立て方）を理解し
て，楷書で書くことが
できる。

字形の整え方（点画の組み
立て方/部分の組み立て
方）を理解して，楷書で書
いている。

硬筆で漢字を書くなかで，字形の
整え方＜点画の組み立て方/部分の
組み立て方＞を確かめている。

進んで(①)字形の整え方
（点画の組み立て方/部分
の組み立て方）を確かめ
(③)，小学校での学習を生
かしながら(②)楷書で書こ
うとしている(④)。

知技((3)エ(ｱ))
知技((1)イ)

7 1 漢字の書体の変遷や仮
名の成立について理解
することができる。

漢字の書体の変遷や仮名の
成立について理解してい
る。

文字の大まかな歴史を確かめてい
る。

積極的に(①)文字の歴史に
ついて知ろうとし(③)，学
習課題に沿って(②)身近な
使用例を調べようとしてい
る(④)。

知技((3)エ(ｱ))
知技((3)エ(ｱ))

9 適
宜

今までに学習した知
識・技能を生かして書
くことができる。
日常生活の中から課題
を決め，材料を集めな
がら自分の考えをまと
めることができる。

今までに学習した知識・技
能を生かして書いている。

目標を書く活動のなかで，今まで
に学習した知識・技能の生かし方
を考えている。

進んで(①)習得した知識・
技能を振り返り(③)，今ま
での学習を生かして(②)目
標を書こうとしている
(④)。

知技((3)エ(ｱ))
知技((1)イ)
（Ｂ(1)ア）

9 1 今までに学習した知
識・技能を生かして書
くことができる。

今までに学習した知識・技
能を生かして書いている。

「いろは歌」「竹取物語」「坊っ
ちゃん」を書くなかで，今までに
学習した知識・技能の生かし方を
考えている。

積極的に(①)習得した知
識・技能を振り返り(③)，
今までの学習を生かして
(②)「いろは歌」「竹取物
語」「坊っちゃん」を書こ
うとしている(④)。

知技((3)ア)
知技((3)エ(ｱ))
知技((1)イ)

[コラム]文字の歴史
を探る

文字の大きさと配列
（俳句）

点画の組み立て方/部
分の組み立て方

[学校生活]目標を書
こう

6

名文を書いてみよう
１



9 1 漢字の行書の基礎的な
書き方を学ぶ意義を理
解することができる。

漢字の行書の基礎的な書き
方を学ぶ意義を理解してい
る。

二つの速さで書き比べる活動のな
かで，両者の形の違いを確かめて
いる。

積極的に(①)速く書いたと
きの文字の特徴を捉え
(③)，学習の見通しをもっ
て(②)行書を学ぶ意義につ
いて話し合おうとしている
(④)。

知技((3)エ(ｱ))
知技((3)エ(ｲ))
知技((1)イ)
(Ａ(2)イ)

9 1 漢字の行書の特徴を理
解することができる。

漢字の行書の特徴を理解し
ている。

行書で書かれた「緑」をなぞるな
かで，行書の特徴を確かめてい
る。

積極的に(①)楷書と行書の
違いを考え(③)，学習課題
に沿って(②)行書の特徴を
話し合おうとしている
(④)。

知技((3)エ(ｲ))
知技((1)イ)
(Ａ(1)オ)
(Ａ(2)イ)

10 2 漢字の行書の基礎的な
書き方(丸み点画の連
続）を理解して，身近
な文字を書くことがで
きる。

漢字の行書の基礎的な書き
方（丸み点画の連続）を理
解して，身近な文字を書い
ている。

毛筆で「一」「二」「口」を書く
なかで，行書の特徴＜丸み点画の
連続＞を確かめている。

進んで(①)行書の書き方
（丸み点画の連続）を理解
し(③)，学習課題に沿って
(②) 「一」「二」「口」
を書こうとしている(④)。

知技((3)エ(ｲ))
知技((1)イ))

3 漢字の行書の基礎的な
書き方(点画の変化）
を理解して，身近な文
字を書くことができ
る。

漢字の行書の基礎的な書き
方（点画の変化）を理解し
て，身近な文字を書いてい
る。

（毛筆で「大木」「北西」「月
光」を書くなかで，行書の特徴＜
点画の変化＞を確かめている。）

進んで(①)行書の書き方
（点画の変化）を理解し
(③)，学習課題に沿って
(②) 「大木」「北西」
「月光」を書こうとしてい
る(④)。

知技((3)エ(ｲ))
知技((1)イ)

1 漢字の行書の基礎的な
書き方(点画の変化）
を理解して，身近な文
字を書くことができ
る。

漢字の行書の基礎的な書き
方（点画の変化）を理解し
て，身近な文字を書いてい
る。

硬筆で漢字や語句を書くなかで，
行書の基礎的な書き方＜点画の変
化＞を確かめている。

進んで(①)行書の書き方
（点画の変化）を理解し
(③)，学習課題に沿って
(②) 漢字や語句を書こう
としている(④)。

知技((3)エ(ｲ))
知技((1)イ)

１
・
2
・
3

1 今までに学習した知
識・技能を生かして書
くことができる。

今までに学習した知識・技
能を生かして書いている。

季節の言葉をなぞる活動のなか
で，今までに学習した知識・技能
の生かし方を考えている。

積極的に(①)習得した知
識・技能を振り返り(③)，
今までの学習を生かして
(②)季節の言葉をなぞろう
としている(④)。

知技((3)ア(ｱ))
知技((3)ア(ｲ))
知技((1)イ)

点画の変化

[国語]季節のしおり
１

11
・
12

行書の特徴

２．読みやすく速く書くための行書

[やってみよう]
速さを比べてみよう

丸み点画の連続

点画の変化

◎漢字の行書の基礎
的な書き方(点画の変
化）を理解して，身
近な文字を書くこと
ができる。


